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８月10日（日）10:00～11:30 赤羽文化センター第1 

視聴覚室において、８月例会・手話学習会を開催しました。 

講師は手話通訳士の五十嵐郁子氏で、会員２８名、非会員１ 

名、合わせて29名の方にご参加いただきました。 

 

★今回の学習内容★ 

1．「反対語」の手話表現を覚えましょう。 

読み方を指文字で表現してから手話表現を練習しました。 

例…「前後」・「東西」・「南北」・「悲喜」・「師弟」・「縦横」「遠近」「貸借」「当落」「天地」「美醜」etc 

 

２．反対語を使った短文を作って発表しましょう。 

一人ずつ前に出て、作った短文を発表しました（※下の文章は参加者が作ったものをいくつか抜粋したものです） 

 

A 若い頃、苦楽を共にした友達が私の家の近くに引っ越してきました。 

B 飯田橋駅は地下鉄東西線から南北線へ乗り換えできる。 

C 遠近両用メガネを買ったけれど、マスクでくもって見えない。 

D 飛行機の発着が遅れて、終電に間に合わなかった。 

E 初詣のおみくじは凶が少ないといわれますが、なるほど毎年吉です。 

F オリンピックの勝敗が気になりますが、一生懸命応援します。 

G 土地の売買による貧富の差が激しい。 

H 最近、石破首相の進退が毎日、テレビのニュースで報道されています。 

Ｉ  寒暖差が激しいと体調に影響する。 

五十嵐講師からの講評 

「伝える時の指文字はゆっくり丁寧に表してください。手話表現では 

手の動きや表情も大切です。相手に伝えることを意識して表しましょう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミ男：お盆前3連休の中日の開催なので、人が集まるか心配でしたが、思っていたより来てくださいましたね。 

  

モア子：当日、先生のお誕生日と知り、サプライズで花束を贈呈し「Happy birthday tou you」を歌いました。 

 

コミ男：会場全体があたたかい雰囲気に包まれましたね。 

 

モア子：日ごろ、お世話になっている感謝の気持ちを先生に伝えられて良かったです。

五十嵐先生の誕生日でした。 


